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(57)【要約】
　本開示の態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通
信のための技法を提供した。基地局によって実行される
実例的な方法は概して、少なくとも１つの狭帯域領域に
おいてＢＳと通信するユーザ機器の動作状態を識別する
ことと、該動作状態に基づいて、設定可能な測定プロシ
ージャであって、それによって該ユーザ機器（ＵＥ）が
他のＢＳから送信された信号を測定するために該狭帯域
領域からチューンアウェイする設定可能な測定プロシー
ジャ、の１つまたは複数の動作パラメータを決定するこ
とと、該決定された動作パラメータにしたがって該測定
プロシージャを実行するように該ＵＥを設定することと
、を含む。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　少なくとも１つの狭帯域領域において前記ＢＳと通信するユーザ機器の動作状態を識別
することと、
　前記動作状態に基づいて、設定可能な測定プロシージャであって、それによって前記ユ
ーザ機器（ＵＥ）が他のＢＳから送信された信号を測定するために前記狭帯域領域からチ
ューンアウェイする設定可能な測定プロシージャ、の１つまたは複数の動作パラメータを
決定することと、
　前記決定された動作パラメータにしたがって前記測定プロシージャを実行するように前
記ＵＥを設定することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記動作状態は、送信が繰り返されるバンドリングされた送信を利用する前記ＵＥのカ
バレッジ拡張（ＣＥ）のある特定のレベルに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記動作状態はまた、前記ＵＥのモビリティにも対応する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定することは、
　前記ＣＥのレベルがしきい値以上である場合、結果として第１の数の基準信号が測定ウ
ィンドウにおいて前記ＵＥによって測定されることをもたらす第１の１つまたは複数のパ
ラメータを決定することと、
　前記ＣＥのレベルがしきい値未満である場合、結果として第２の数の基準信号が測定ウ
ィンドウにおいて前記ＵＥによって測定されることをもたらす第２の１つまたは複数のパ
ラメータを決定することと、ここにおいて、前記第２の数は、前記第１の数よりも大きい
、
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の１つまたは複数のパラメータは、前記第１の１つまたは複数のパラメータと
比べて増加した測定ウィンドウまたは増加した測定ギャップのうちの少なくとも１つを備
える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定することは、前記ＣＥのレベルがしきい値を上回り、前記ＵＥモビリティがし
きい値未満である場合、前記接続モードにある間、前記ＵＥが前記測定プロシージャを実
行することを無効にする１つまたは複数のパラメータを決定することを備える、請求項４
に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定することは、前記ＣＥのレベルがしきい値未満であり、前記ＵＥとＢＳとの間
の接続の信号対雑音比（ＳＮＲ）がしきい値を上回る場合、前記接続モード、場合、前記
ＵＥに前記測定プロシージャを報告することをスキップさせる１つまたは複数のパラメー
タを決定することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記決定することは、
　前記ＢＳによって使用されるものと同じキャリア周波数内の周波数内測定のための第１
の測定ギャップまたは測定ウィンドウを決定すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記決定することは、
　１つまたは複数の他のキャリア周波数における周波数間測定のための第２の測定ギャッ
プまたは測定ウィンドウを決定すること、
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　を備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　同じＢＳにおける他の狭帯域測定のための第３の測定ギャップまたは測定ウィンドウを
決定すること、
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記決定することは、
　サービングセル、周波数内、および周波数間の測定のための第１の測定ギャップまたは
測定ウィンドウを決定することと、
　前記第１の測定ギャップまたは測定ウィンドウに基づいて、前記測定プロシージャを実
行するように前記ＵＥを設定することと、ここにおいて、前記ＵＥは、測定機会にサービ
ング測定を実行すべきか、周波数内測定を実行すべきか、周波数間測定を実行するかを選
ぶことができる、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥは、サービングまたは周波数内の測定プロシージャが前記第１の測定ギャップ
の全てを利用する訳ではない場合、前記第１の測定ギャップの残りの部分において別の測
定プロシージャを実行するように構成される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記決定することは、
　バースト測定のために前記ＵＥを設定するように１つまたは複数のパラメータを決定す
ること、
　を備える請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記決定された動作パラメータは、バンドリングされた送信サイズよりも大きくなるよ
うに選択された測定期間を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項１５】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＵＥが基地局（ＢＳ）と通信する少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと、
　前記ＢＳから、前記ＵＥの動作状態に基づいて決定された１つまたは複数の動作パラメ
ータをもつシグナリングを受信し、測定プロシージャであって、それによって前記ＵＥが
他のＢＳから送信された基準信号を測定するために前記狭帯域領域からチューンアウェイ
する測定プロシージャ、を実行するように前記ＵＥを設定することと、
　前記シグナリングされた動作パラメータにしたがって前記測定プロシージャを実行する
ことと、
　を備える、方法。
【請求項１６】
　前記動作状態は、送信が繰り返されるバンドリングされた送信を利用する前記ＵＥのカ
バレッジ拡張（ＣＥ）のある特定のレベルに対応する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記動作状態はまた、前記ＵＥのモビリティにも対応する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記動作パラメータは、
　前記ＣＥのレベルがしきい値以上である場合、結果として第１の数の基準信号が測定ウ
ィンドウにおいて前記ＵＥによって測定されることをもたらす第１の１つまたは複数のパ
ラメータと、
　前記ＣＥのレベルがしきい値未満である場合、結果として第２の数の基準信号が測定ウ
ィンドウにおいて前記ＵＥによって測定されることをもたらす第２の１つまたは複数のパ
ラメータと、ここにおいて、前記第２の数は、前記第１の数よりも大きい、
　を備える、請求項１６に記載の方法。



(4) JP 2018-524948 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

【請求項１９】
　前記第２の１つまたは複数のパラメータは、前記第１の１つまたは複数のパラメータと
比べて増加した測定ウィンドウまたは増加した測定ギャップのうちの少なくとも１つを備
える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記動作パラメータは、前記ＣＥのレベルがしきい値を上回り、前記ＵＥモビリティが
しきい値未満である場合、前記接続モードにある間、前記ＵＥが前記測定プロシージャを
実行することを無効にする１つまたは複数のパラメータを備える、請求項１８に記載の方
法。
【請求項２１】
　前記動作パラメータは、前記ＣＥのレベルがしきい値未満であり、前記ＵＥとＢＳとの
間の接続の信号対雑音比（ＳＮＲ）がしきい値を上回る場合、前記接続モード、場合、前
記ＵＥに前記測定プロシージャを報告することをスキップさせる１つまたは複数のパラメ
ータを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記動作パラメータは、
　前記ＢＳによって使用されるものと同じキャリア周波数内の周波数内測定のための第１
の測定ギャップまたは測定ウィンドウ、
　を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　前記動作パラメータは、
　１つまたは複数の他のキャリア周波数における周波数間測定のための第２の測定ギャッ
プまたは測定ウィンドウ、
　を備える請求項１５に記載の方法。
【請求項２４】
　前記動作パラメータは、
　同じＢＳにおける他の狭帯域測定のための第３の測定ギャップまたは測定ウィンドウ、
　を備える請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　前記動作パラメータは、
　サービングセル、周波数内、および周波数間の測定のための第１の測定ギャップまたは
測定ウィンドウを備え、
　前記ＵＥは、前記第１の測定ギャップまたは測定ウィンドウに基づいて、前記測定プロ
シージャを実行し、測定機会にサービング測定を実行すべきか、周波数内測定を実行すべ
きか、周波数間測定を実行すべきかを選ぶように構成される、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　サービングまたは周波数内の測定プロシージャが前記第１の測定ギャップの全てを利用
する訳ではないと決定することと、
　前記第１の測定ギャップの残りの部分において、別の測定プロシージャを実行すること
と、
　をさらに備える、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記動作パラメータは、
　バースト測定を実行するための１つまたは複数のパラメータ、
　を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記動作パラメータは、バンドリングされた送信サイズよりも大きくなるように選択さ
れた測定期間を備える，請求項１６に記載の方法。
【請求項２９】
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　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　少なくとも１つの狭帯域領域において前記ＢＳと通信するユーザ機器の動作状態を識
別することと、
　　前記動作状態に基づいて、設定可能な測定プロシージャであって、それによって前記
ユーザ機器（ＵＥ）が他のＢＳから送信された信号を測定するために前記狭帯域領域から
チューンアウェイする設定可能な測定プロシージャ、の１つまたは複数の動作パラメータ
を決定することと、
　　前記決定された動作パラメータにしたがって前記測定プロシージャを実行するように
前記ＵＥを設定することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える装置。
【請求項３０】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　前記ＵＥが基地局（ＢＳ）と通信する少なくとも１つの狭帯域領域を識別することと
、
　　前記ＢＳから、前記ＵＥの動作状態に基づいて決定された１つまたは複数の動作パラ
メータをもつシグナリングを受信し、測定プロシージャであって、それによって前記ＵＥ
が他のＢＳから送信された基準信号を測定するために前記狭帯域領域からチューンアウェ
イする測定プロシージャ、を実行するように前記ＵＥを設定することと、
　　前記シグナリングされた動作パラメータにしたがって前記測定プロシージャを実行す
ることと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える装置。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１５年７月２２日付で出願された米国仮特許出願番号第６２／１９
５，７２４号、および２０１５年９月１８日付で出願された米国仮特許出願番号第６２／
２２０，９３０号の利益を主張する、２０１６年７月２０日付で出願された米国出願第１
５／２１５，１４８号に基づく優先権を主張し、これは、本願の譲受人に譲渡され、本明
細書における参照によって本明細書において明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示のある特定の態様は概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、測
定ギャップおよびウィンドウを設定することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、データ等のような様々なタイプの通信コンテ
ンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリ
ソース（たとえば、帯域幅および送信電力）を共有することによる複数のユーザとの通信
をサポートする能力を有する多元接続システムでありうる。そのような多元接続システム
の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム
、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標））ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））／ＬＴＥ
アドバンスドシステムおよび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通
信を同時にサポートしうる。各端末は、順方向および逆方向リンク上の送信を介して１つ
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または複数の基地局と通信する。順方向リンク（すなわちダウンリンク）は、基地局から
端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（すなわちアップリンク）は、端末から基地局
への通信リンクを指す。この通信リンクは、単一入力単一出力、多入力単一出力、または
多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立されうる。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信ネットワークは、多数のワイヤレスデバイスのための通信をサポ
ートしうる多数の基地局を含みうる。ワイヤレスデバイスは、ユーザ機器（ＵＥ）を含み
うる。ＵＥのいくつかの例は、セルラ電話、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タブレット、ラップトップコンピュータ、ネ
ットブック、スマートブック、ウルトラブック等を含みうる。いくつかのＵＥは、基地局
、別の遠隔デバイス、または何らかの他のエンティティと通信しうる、センサ、メータ、
ロケーションタグ等のような遠隔デバイスを含みうるマシンタイプコミュニケーション（
ＭＴＣ）ＵＥと考えられうる。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）は、通信の少
なくとも一端に少なくとも１つの遠隔デバイスを伴う通信を指し得、人間の対話（human 
interaction）を必ずしも必要としない１つまたは複数のエンティティを伴うデータ通信
の形態を含みうる。ＭＴＣ　ＵＥは、たとえば、公衆移動通信網（ＰＬＭＮ：Public Lan
d Mobile Networks）を通じたＭＴＣサーバおよび／または他のＭＴＣデバイスとのＭＴ
Ｃ通信の能力を有するＵＥを含みうる。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のある特定の態様は、測定ギャップおよびウィンドウを設定するための技
法および装置を提供する。
【０００７】
　[0007]本開示のある特定の態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。該方法は概して、少なくとも１つの狭帯域領域において該ＢＳと通信するユ
ーザ機器の動作状態を識別することと、該動作状態に基づいて、設定可能な測定プロシー
ジャであって、それによって該ユーザ機器（ＵＥ）が他のＢＳから送信された信号を測定
するために該狭帯域領域からチューンアウェイ（tune away）する設定可能な測定プロシ
ージャ、の１つまたは複数の動作パラメータを決定することと、該決定された動作パラメ
ータにしたがって該測定プロシージャを実行するように該ＵＥを設定することと、を含む
。
【０００８】
　[0008]本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。該方法は概して、該ＵＥが基地局（ＢＳ）と通信する少なくとも１つの
狭帯域領域を識別することと、該ＢＳから、該ＵＥの動作状態に基づいて決定された１つ
または複数の動作パラメータをもつシグナリングを受信することと、測定プロシージャで
あって、それによって該ＵＥが他のＢＳから送信された基準信号を測定するために該狭帯
域領域からチューンアウェイする測定プロシージャ、を実行するように該ＵＥを設定する
ことと、該シグナリングされた動作パラメータにしたがって該測定プロシージャを実行す
ることと、を含む。
【０００９】
　[0009]本開示のある特定の態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。該装置は概して、少なくとも１つの狭帯域領域において該ＢＳと通信するユ
ーザ機器の動作状態を識別することと、該動作状態に基づいて、設定可能な測定プロシー
ジャであって、それによって該ユーザ機器（ＵＥ）が他のＢＳから送信された信号を測定
するために該狭帯域領域からチューンアウェイする設定可能な測定プロシージャ、の１つ
または複数の動作パラメータを決定することと、該決定された動作パラメータにしたがっ
て該測定プロシージャを実行するように該ＵＥを設定することと、を行うように構成され
た少なくとも１つのプロセッサ、および該少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモ
リを含む。
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【００１０】
　[0010]本開示のある特定の態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
装置を提供する。該装置は概して、該ＵＥが基地局（ＢＳ）と通信する少なくとも１つの
狭帯域領域を識別することと、該ＢＳから、該ＵＥの動作状態に基づいて決定された１つ
または複数の動作パラメータをもつシグナリングを受信し、測定プロシージャであって、
それによって該ＵＥが他のＢＳから送信された基準信号を測定するために該狭帯域領域か
らチューンアウェイする測定プロシージャ、を実行するように該ＵＥを設定することと、
該シグナリングされた動作パラメータにしたがって該測定プロシージャを実行することと
、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサ、および該少なくとも１つのプロ
セッサに結合されたメモリを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信ネットワークの例を概念
的に例示するブロック図である。
【図２】本開示のある特定の態様にしたがった、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユ
ーザ機器（ＵＥ）と通信状態にある基地局の例を概念的に例示するブロック図を図示する
。
【図３】ＬＴＥにおけるＦＤＤのための実例的なフレーム構造を図示する。
【図４】通常のサイクリックプリフィクスをもつ２つの実例的なサブフレームフォーマッ
トを図示する。
【図５Ａ】本開示のある特定の態様にしたがった、マシンタイプコミュニケーション（Ｍ
ＴＣ）のために使用されうる例となるフレーム構造を例示する。
【図５Ｂ】本開示のある特定の態様にしたがった、マシンタイプコミュニケーション（Ｍ
ＴＣ）のために使用されうる例となるフレーム構造を例示する。
【図６】本開示のある特定の態様にしたがった、例となる測定ウィンドウを例示する。
【図７】本開示のある特定の態様にしたがった、基地局によって実行されうる例となる動
作を例示する。
【図８】本開示のある特定の態様にしたがった、ユーザ機器によって実行されうる例とな
る動作を例示する。
【図９】本開示のある特定の態様にしたがった、例となる設定可能な測定ウィンドウを例
示する。
【図１０】本開示のある特定の態様にしたがった、例となる測定期間を例示する。
【図１１】本開示のある特定の態様にしたがった、バンドリングされた送信よりも長い、
例となる設定された測定期間を例示する。
【詳細な説明】
【００１２】
　[0022]本開示の態様は、基地局とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）ベースの
ユーザ機器（ＵＥ）との間の効率的な通信を可能とするのを助けうる技法を提供する。た
とえば、該技法は、通信のための狭帯域（たとえば、６つの物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ））ベースの探索空間を使用する、ＭＴＣ　ＵＥを対象とする制御チャネルのための設
計を提供しうる。
【００１３】
　[0023]本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のネットワークのような様々なワイヤレス通信ネットワークのた
めに使用されうる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、度々、交換可能
に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、
ｃｄｍａ２０００等のような無線技術を実装しうる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣ
ＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他
の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規
格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信のためのグローバルシステム（
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ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実装しうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展
型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２
０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術を実装しうる。ＵＴＲＡおよ
びＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）
の一部である。周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方において、３Ｇ
ＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ
）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを、およびアップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを用
いる、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新たなリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロ
ジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体による文書において説明されている。ｃｄｍａ
２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）
という名称の団体による文書において説明されている。本明細書で説明される技法は、上
で言及されたワイヤレスネットワークおよび無線技術、それに加えて他のワイヤレスネッ
トワークおよび無線技術のために使用されうる。明瞭さのために、該技法のある特定の態
様は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバンスドについて以下で説明され、ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバ
ンスドの専門用語が、以下の説明の大部分で使用される。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、概
してＬＴＥと称される。
【００１４】
　[0024]図１は、本開示の態様が実施されうる、例となるワイヤレス通信ネットワーク１
００を例示する。たとえば、本明細書で提示される技法は、図１で図示されるＵＥおよび
ＢＳが、狭帯域（たとえば、６つのＰＲＢ）ベースの探索空間を使用するマシンタイプ物
理ダウンリンク制御チャネル（ｍＰＤＣＣＨ）上で通信するのを助けるように使用されう
る。
【００１５】
　[0025]ネットワーク１００は、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のワイヤレスネッ
トワークでありうる。ワイヤレスネットワーク１００は、多数の発展型ノードＢ（ｅＮＢ
）１１０および他のネットワークエンティティを含みうる。ｅＮＢは、ユーザ機器（ＵＥ
）と通信するエンティティであり、基地局、ノードＢ、アクセスポイント等とも称されう
る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアのための通信カバレッジを提供しうる。３ＧＰＰで
は、「セル」という用語は、該用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレ
ッジエリアおよび／またはこのカバレッジエリアにサービス提供するｅＮＢサブシステム
を指しうる。
【００１６】
　[0026]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルのための通信カバレッジを提供しうる。マクロセルは、比較的広範な地理的エリア（
たとえば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制
限アクセスを可能にしうる。ピコセルは、比較的小規模な地理的エリアをカバーし得、サ
ービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にしうる。フェムトセルは、比較
的小規模な地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとのアソシエー
ションを有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ）による制限付
きアクセスを可能にしうる。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称されうる。
ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと称されうる。フェムトセルのためのｅＮＢは、
フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と称されうる。図１で図示される例では
、ｅＮＢ１１０ａは、マクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０
ｂは、ピコセル１０２ｂのためのピコｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０ｃは、フェムトセル
１０２ｃのためのフェムトｅＮＢでありうる。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、
３つの）セルをサポートしうる。「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は
、本明細書では交換可能に使用されうる。
【００１７】
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　[0027]ワイヤレスネットワーク１００は、中継局も含みうる。中継局は、アップストリ
ーム局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、該データの送信をダ
ウンストリーム局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送りうるエンティティである。中継
局はまた、他のＵＥのための送信を中継しうるＵＥでもありうる。図１で図示される例で
は、中継局１１０ｄは、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと、ｅＮＢ１１０ａと
ＵＥ１２０ｄとの間の通信を容易にするために通信しうる。中継局は、中継ｅＮＢ、中継
基地局、中継器（relay）等とも称されうる。
【００１８】
　[0028]ワイヤレスネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、中継ｅＮＢ等を含む異種ネットワークでありうる。
これらの異なるタイプのｅＮＢは、ワイヤレスネットワーク１００において、異なる送信
電力レベル、異なるカバレッジエリア、および干渉に対する異なる影響を有しうる。たと
えば、マクロｅＮＢが高い送信電力レベル（たとえば、５～４０ワット）を有しうる一方
で、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、および中継ｅＮＢは、より低い送信電力レベル（たと
えば、０．１～２ワット）を有しうる。
【００１９】
　[0029]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅＮ
Ｂのための調整（coordination）および制御を提供しうる。ネットワークコントローラ１
３０は、バックホールを介して該ｅＮＢと通信しうる。該ｅＮＢもまた、たとえば、直接
的に、またはワイヤレスまたはワイヤラインバックホールを介して間接的に、互いに通信
しうる。
【００２０】
　[0030]ＵＥ１２０（たとえば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレスネット
ワーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは、固定式（stationary）または移動式
（mobile）でありうる。ＵＥはまた、アクセス端末、端末、モバイル局、加入者ユニット
、局等とも称されうる。ＵＥは、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデ
ム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コー
ドレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォン、ネ
ットブック、スマートブック、ウルトラブック等でありうる。図１では、両方向に矢印が
付いた（with double arrows）実線は、ＵＥと、ダウンリンクおよび／またはアップリン
ク上で該ＵＥにサービス提供するように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間
の所望の送信を示す。両方向に矢印が付いた破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の潜在的に干渉
する送信を示す。
【００２１】
　[0031]ワイヤレス通信ネットワーク１００（たとえば、ＬＴＥネットワーク）における
１つまたは複数のＵＥ１２０はまた、たとえば、ＭＴＣ　ＵＥ、強化ＭＴＣ（ｅＭＴＣ）
ＵＥ等のような低コスト（ＬＣ）、低データレートデバイスありうる。ＭＴＣ　ＵＥは、
ＬＴＥネットワークにおいてレガシおよび／またはアドバンスドＵＥと共存し得、ワイヤ
レスネットワークにおける他のＵＥ（たとえば、非ＭＴＣ　ＵＥ）と比較されると限定さ
れている１つまたは複数の能力を有しうる。たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２では、ＬＴ
Ｅネットワークにおけるレガシおよび／またはアドバンスドＵＥと比較されると、ＭＴＣ
　ＵＥは、以下：（レガシＵＥと比べた）最大帯域幅の低減、単一受信無線周波数（ＲＦ
）チェーン、ピークレートの低減（たとえば、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）
について最大１０００ビットがサポートされうる）、送信電力の低減、ランク１送信、半
二重動作（half duplex operation）等、のうちの１つまたは複数で動作しうる。いくつ
かのケースでは、半二重動作がサポートされる場合、ＭＴＣ　ＵＥは、送信動作から受信
動作（または受信動作から送信動作）への緩和された切り替えタイミングを有しうる。た
とえば、あるケースでは、レガシおよび／またはアドバンスドＵＥについての２０マイク
ロ秒（us）の切り替えタイミングと比較されると、ＭＴＣ　ＵＥは、１ミリ秒（ms）の緩
和された切り替えタイミングを有しうる。
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【００２２】
　[0032]いくつかのケースでは、（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２における）ＭＴＣ　
ＵＥはまた、ＬＴＥネットワークにおけるレガシおよび／またはアドバンスドＵＥがダウ
ンリンク（ＤＬ）制御チャネルをモニタするのと同じアウェイで、ＤＬ制御チャネルをモ
ニタできうる。リリース１２のＭＴＣ　ＵＥは、依然として、標準の（regular）ＵＥと
同じ方法でダウンリンク（ＤＬ）制御チャネルをモニタし得、たとえば、最初の数個のシ
ンボルにおける広帯域制御チャネル（たとえば、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ））、それに加えて比較的狭帯域を占有するが、サブフレーム長（a length of a su
bframe）に広がる狭帯域制御チャネル（たとえば、強化型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ））
をモニタする。
【００２３】
　[0033]ワイヤレス通信ネットワーク１００は、ＭＴＣ動作をサポートすることに加えて
、またはその代わりとして、追加のＭＴＣ拡張（enhancements）（たとえば、ｅＭＴＣ動
作）をサポートしうる。たとえば、（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３における）ＬＣ　
ｅＭＴＣ　ＵＥは、（たとえば、利用可能なシステム帯域幅から区切られた（partitione
d）１．４ＭＨｚまたは６つのリソースブロックの特定の狭帯域割当てに限定された）狭
帯域動作を、（たとえば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚにおける）より広い
システム帯域幅内に共存しながら、サポートできうる。ＬＣ　ｅＭＴＣ　ＵＥはまた、１
つまたは複数のカバレッジ動作モードをサポートできうる。たとえば、ＬＣ　ｅＭＴＣ　
ＵＥは、最大１５ｄＢのカバレッジ拡張をサポートできうる。
【００２４】
　[0034]本明細書で使用される場合、ＭＴＣデバイス、ｅＭＴＣデバイス等のような限定
された通信リソースをもつデバイスは、概してＭＴＣ　ＵＥと称される。同様に、（たと
えば、ＬＴＥにおける）レガシおよび／またはアドバンスドＵＥのようなレガシデバイス
は、概して非ＭＴＣ　ＵＥと称される。
【００２５】
　[0035]いくつかのケースでは、ＵＥ（たとえば、ＭＴＣ　ＵＥまたは非ＭＴＣ　ＵＥ）
は、ネットワークにおいて通信する前に、セル探索および獲得プロシージャを実行しうる
。いくつかのケースでは、例として図１で例示されるＬＴＥネットワークを参照すると、
セル探索および獲得プロシージャは、ＵＥがＬＴＥセルに接続されておらず、ＬＴＥネッ
トワークにアクセスすることを望むときに実行されうる。これらのケースでは、ＵＥは、
電源をオンにしたばかりであるか、ＬＴＥセルへの接続を一時的に失った後に接続を回復
したばかり等であるかもしれない。
【００２６】
　[0036]他のケースでは、セル探索および獲得プロシージャは、ＵＥがＬＴＥセルに既に
接続されているときに実行されうる。たとえば、ＵＥは、新たなＬＴＥセルを検出してい
るかもしれず、該新たなセルへのハンドオーバを準備しうる。別の例として、ＵＥは、１
つまたは複数の低電力状態で動作していることがあり（たとえば、間欠受信（ＤＲＸ）を
サポートしうる）、１つまたは複数の低電力状態から抜け出ると、（ＵＥが依然として接
続モードにあってさえも）セル探索および獲得プロシージャを実行しなければならないこ
とがある。
【００２７】
　[0037]図２は、基地局／ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図を図示して
おり、これらは、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであ
りうる。基地局１１０は、Ｔ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを装備し得、ＵＥ１２０は
、Ｒ個のアンテナ２５２ａ～２５２ｒを装備し得、ここで、一般に、Ｔ≧１およびＲ≧１
である。
【００２８】
　[0038]基地局１１０では、送信プロセッサ２２０が、１つまたは複数のＵＥのためにデ
ータソース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたＣＱＩに基づいて、ＵＥごと
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の１つまたは複数の変調およびコーディングスキーム（ＭＣＳ）を選択し、ＵＥごとのデ
ータを、該ＵＥのために選択されたＭＣＳ（複数を含む）に基づいて処理（たとえば、符
号化および変調）し、全てのＵＥについてのデータシンボルを提供しうる。送信プロセッ
サ２２０はまた、（たとえば、ＳＲＰＩ等についての）システム情報および制御情報（た
とえば、ＣＱＩリクエスト、許可、上位レイヤシグナリング等）を処理し、オーバーヘッ
ドシンボルおよび制御シンボルを提供しうる。プロセッサ２２０はまた、基準信号（たと
えば、ＣＲＳ）および同期信号（たとえば、ＰＳＳおよびＳＳＳ）のための基準シンボル
を生成しうる。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能な
場合、データシンボル、制御シンボル、オーバーヘッドシンボル、および／または基準シ
ンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、Ｔ個の変調器（Ｍ
ＯＤ）２３２ａ～２３２ｔにＴ個の出力シンボルストリームを提供しうる。各変調器２３
２は、（たとえば、ＯＦＤＭ等のために）それぞれの出力シンボルストリームを処理して
、出力サンプルストリームを取得しうる。各変調器２３２は、該出力サンプルストリーム
をさらに処理（たとえば、アナログへのコンバート、増幅、フィルタリング、およびアッ
プコンバート）して、ダウンリンク信号を取得しうる。変調器２３２ａ～２３２ｔからの
Ｔ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介して送信さ
れうる。
【００２９】
　[0039]ＵＥ１２０では、アンテナ２５２ａ～２５２ｒは、基地局１１０および／または
他の基地局からダウンリンク信号を受信し得、受信された信号を、それぞれ復調器（ＤＥ
ＭＯＤ）２５４ａ～２５４ｒに提供しうる。各復調器２５４は、その受信された信号を調
整（たとえば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入
力サンプルを取得しうる。各復調器２５４は、（たとえば、ＯＦＤＭ等のために）該入力
サンプルをさらに処理して、受信されたシンボルを取得しうる。ＭＩＭＯ検出器２５６は
、Ｒ個の復調器２５４ａ～２５４ｒ全てから受信されたシンボルを取得し、適用可能な場
合、該受信されたシンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを提供し
うる。受信プロセッサ２５８は、該検出されたシンボルを処理（たとえば、復調および復
号）し、ＵＥ１２０のための復号されたデータをデータシンク２６０に提供し、復号され
た制御情報およびシステム情報をコントローラ／プロセッサ２８０に提供しうる。チャネ
ルプロセッサは、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩ等を決定しうる。
【００３０】
　[0040]アップリンク上では、ＵＥ１２０で、送信プロセッサ２６４は、データソース２
６２からのデータ、およびコントローラ／プロセッサ２８０からの（たとえば、ＲＳＲＰ
、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩ等を備える報告のための）制御情報を受信および処理しう
る。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボルを生成し
うる。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ２６６によってプリコーディングされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭ等のた
めに）変調器２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理され、基地局１１０に送信されうる
。基地局１１０で、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信号は、アンテナ２３
４によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器
２３６によって検出され、受信プロセッサ２３８によってさらに処理されて、ＵＥ１２０
によって送られた復号されたデータおよび制御情報を取得しうる。プロセッサ２３８は、
該復号されたデータをデータシンク２３９に、該復号された制御情報をコントローラ／プ
ロセッサ２４０に提供しうる。基地局１１０は、通信ユニット２４４を含み、通信ユニッ
ト２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信しうる。ネットワークコントロ
ーラ１３０は、通信ユニット２９４、コントローラ／プロセッサ２９０、およびメモリ２
９２を含みうる。
【００３１】
　[0041]コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示しうる。たとえば、基地局１１０におけるプロセッサ２４
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０ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、図７で図示される動作７００を
指示することを実行しうる。同様に、ＵＥ１２０におけるプロセッサ２８０ならびに／ま
たは他のプロセッサおよびモジュールは、図８で図示される動作８００を実行または指示
しうる。メモリ２４２および２８２は、それぞれ基地局１１０およびＵＥ１２０のための
データおよびプログラムコードを記憶しうる。スケジューラ２４６は、ダウンリンクおよ
び／またはアップリンク上のデータ送信のためにＵＥをスケジューリングしうる。
【００３２】
　[0042]図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための実例的なフレーム構造３００を図示する
。ダウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレーム
の単位に区切られうる。各無線フレームは、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ms
））を有し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区切られうる。各サ
ブフレームは、２つのスロットを含みうる。したがって、各無線フレームは、０～１９の
インデックスをもつ２０個のスロットを含みうる。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、
たとえば、（図３で図示されるような）通常のサイクリックプリフィクスについて７つの
シンボル期間、または拡張されたサイクリックプリフィクスについて６つのシンボル期間
、を含みうる。各サブフレームにおける２Ｌ個のシンボル期間は、０～２Ｌ－１のインデ
ックスを割り当てられうる。
【００３３】
　[0043]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされるセルごとに、システム帯
域幅の中心におけるダウンリンク上でプライマリ同期信号（ＰＳＳ）およびセカンダリ同
期信号（ＳＳＳ）を送信しうる。ＰＳＳおよびＳＳＳは、図３で図示されるように、通常
のサイクリックプリフィクスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５におけるシ
ンボル期間６および５において、それぞれ送信されうる。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セル探
索および獲得のためにＵＥによって使用され得、情報の中でも特に（among other inform
ation）、複信モードのインジケーションとともにセルＩＤを含みうる。複信モードのイ
ンジケーションは、セルが、時分割複信（ＴＤＤ）フレーム構造を利用するか、周波数分
割複信（ＦＤＤ）フレーム構造を利用するかを示しうる。ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポ
ートされるセルごとに、システム帯域幅にわたってセル固有基準信号（ＣＲＳ）を送信し
うる。ＣＲＳは、各サブフレームのある特定のシンボル期間において送信され得、チャネ
ル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を実行するためにＵＥによって使用
されうる。ｅＮＢはまた、ある特定の無線フレームのスロット１におけるシンボル期間０
～３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送信しうる。ＰＢＣＨは、い
くらかのシステム情報を搬送しうる。ｅＮＢは、ある特定のサブフレームにおける物理ダ
ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上でシステム情報ブロック（ＳＩＢ）のような他
のシステム情報を送信しうる。ｅＮＢは、サブフレームの最初のＢ個のシンボル期間にお
ける物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上で制御情報／データを送信し得、こ
こで、Ｂは、サブフレームごとに設定可能（configurable）でありうる。ｅＮＢは、各サ
ブフレームの残りのシンボル期間におけるＰＤＳＣＨ上でトラフィックデータおよび／ま
たは他のデータを送信しうる。
【００３４】
　[0044]チャネル品質測定は、ＵＥのＤＲＸサイクルに基づくもののような定義されたス
ケジュールにしたがってＵＥによって実行されうる。たとえば、ＵＥは、ＤＲＸサイクル
ごとにサービングセルについての測定を実行するように試みうる。ＵＥはまた、非サービ
ング近隣セルについての測定も実行するように試みうる。非サービング近隣セルについて
の測定は、サービングセルについてのものとは異なるスケジュールに基づいてなされ得、
ＵＥは、ＵＥが接続モードにあるとき、非サービングセルを測定するためにサービングセ
ルからチューンアウェイする必要がありうる。
【００３５】
　[0045]チャネル品質測定を容易にするために、ｅＮＢは、特定のサブフレーム上でセル
固有基準信号（ＣＲＳ）を送信しうる。たとえば、ｅＮＢは、所与のフレームのためのサ
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ブフレーム０および５を介してＣＲＳを送信しうる。ＭＴＣ　ＵＥは、この信号を受信し
、該受信された信号の平均電力、すなわちＲＳＲＰを測定しうる。ＭＴＣ　ＵＥはまた、
全てのソースからの合計の受信された信号の電力に基づいて、受信信号強度インジケータ
（ＲＳＳＩ）を計算しうる。ＲＳＲＱもまた、ＲＳＲＰおよびＲＳＳＩに基づいて計算さ
れうる。
【００３６】
　[0046]測定を容易にするために、ｅＮＢは、そのカバレッジエリアにおけるＵＥに測定
設定を提供しうる。測定設定は、測定報告のためのイベントトリガを定義し得、各イベン
トトリガは、関連付けられたパラメータを有しうる。ＵＥが設定された測定イベントを検
出するとき、それは、関連付けられた測定オブジェクトについての情報をもつ測定報告を
ｅＮＢに送ることによって応答しうる。設定された測定イベントは、たとえば、測定され
た基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）または測定された基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）がしき
い値を満たすことでありうる。トリガ時間（ＴＴＴ：time-to-trigger）パラメータは、
ＵＥがその測定報告を送る前に測定イベントがどれ程継続しなければならないかを定義す
るために使用されうる。このように、ＵＥは、その無線コンディションの変化をネットワ
ークにシグナリングしうる。
【００３７】
　[0047]図４は、通常のサイクリックプリフィクスをもつ２つの実例的なサブフレームフ
ォーマット４１０および４２０を図示する。利用可能な時間周波数リソースは、複数のリ
ソースブロックに区切られうる。各リソースブロックは、１つのスロットにおいて１２個
のサブキャリアをカバーし得、多数のリソース要素を含みうる。各リソース要素は、１つ
のシンボル期間において１つのサブキャリアをカバーし得、１つの変調シンボルを送るた
めに使用され得、それは、実数値または複素数値でありうる。
【００３８】
　[0048]サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナのために使用されうる。Ｃ
ＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１においてアンテナ０および１から送信され
うる。基準信号は、送信機および受信機によってアプリオリに知られている信号であり、
パイロットとも称されうる。ＣＲＳは、たとえば、セルアイデンティティ（ＩＤ）に基づ
いて生成された、セルに固有の基準信号である。図４において、ラベルＲａをもつ所与の
リソース要素では、アンテナａから、変調シンボルがそのリソース要素上で送信され得、
他のアンテナからは、いずれの変調シンボルもそのリソース要素上で送信されないことが
ある。サブフレームフォーマット４２０は、４つのアンテナを用いて使用されうる。ＣＲ
Ｓは、シンボル期間０、４、７、および１１においてアンテナ０および１から、およびシ
ンボル期間１および８においてアンテナ２および３から送信されうる。サブフレームフォ
ーマット４１０と４２０の両方について、ＣＲＳは、均等に間隔が空けられたサブキャリ
ア上で送信され得、それは、セルＩＤに基づいて決定されうる。複数のＣＲＳは、それら
のセルＩＤに応じて、同じまたは異なるサブキャリア上で送信されうる。サブフレームフ
ォーマット４１０と４２０の両方について、ＣＲＳのために使用されないリソース要素は
、データ（たとえば、トラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を
送信するために使用されうる。
【００３９】
　[0049]ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、「Evolved Univer
sal Terrestrial Radio Access(E-UTRA);Physical Channels and Modulation」と題する
３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１で説明されており、これは公に利用可能である。
【００４０】
　[0050]インターレース構造が、ＬＴＥにおけるＦＤＤについてのダウンリンクおよびア
ップリンクの各々のために使用されうる。たとえば、０～Ｑ－１のインデックスをもつＱ
個のインターレースが定義され得、ここで、Ｑは、４、６、８、１０、または何らかの他
の値に等しいことがある。各インターレースは、Ｑ個のフレーム分、間隔を置かれている
サブフレームを含みうる。具体的には、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、
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ｑ＋２Ｑ等を含み得、ここで、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝である。
【００４１】
　[0051]ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上のデータ送信の
ためにハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートしうる。ＨＡＲＱでは、送信機
（たとえば、ｅＮＢ）は、パケットが受信機（たとえば、ＵＥ）によって正しく復号され
るか、または何らかの他の終了条件が発生するまで、該パケットの１つまたは複数の送信
を送りうる。同期ＨＡＲＱでは、パケットの全ての送信が、単一のインターレースのサブ
フレームで送られうる。非同期ＨＡＲＱでは、パケットの各送信は、いずれのサブフレー
ムでも送られうる。
【００４２】
　[0052]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内に位置しうる。これらのｅＮＢのうちの１
つが、ＵＥにサービス提供するために選択されうる。サービングｅＮＢは、受信信号強度
、受信信号品質、経路損失等のような様々な基準に基づいて選択されうる。受信信号品質
は、信号対雑音および干渉比（ＳＩＮＲ）、または基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、また
は何らかの他のメトリックによって数値化されうる。ＵＥは、該ＵＥが１つまたは複数の
干渉するｅＮＢからの高い干渉を観測しうる支配的な干渉シナリオ（dominant interfere
nce scenario）で動作しうる。
【００４３】
　[0053]（たとえば、レガシ「非ＭＴＣ」デバイスのための）昔ながらの（traditional
）ＬＴＥ設計の焦点は、スペクトル効率の改善、ユビキタスカバレッジ、および強化され
たサービス品質（ＱｏＳ）サポートにあった。現在のＬＴＥシステムダウンリンク（ＤＬ
）およびアップリンク（ＵＬ）リンクバジェットは、比較的大きいＤＬおよびＵＬリンク
バジェットをサポートしうる、最先端のスマートフォンおよびタブレットのような、ハイ
エンドデバイスのカバレッジのために設計されている。
【００４４】
　[0054]上で説明されたように、ワイヤレス通信ネットワーク（たとえば、ワイヤレス通
信ネットワーク１００）における１つまたは複数のＵＥは、ＭＴＣ　ＵＥのような、ワイ
ヤレス通信ネットワークにおける他の（非ＭＴＣ）デバイスと比較されると限定された通
信リソースを有するデバイスでありうる。ＭＴＣ　ＵＥでは、限定された量の情報のみが
交換される必要がありうるため、様々な要件が緩和されうる。たとえば、最大帯域幅が（
レガシＵＥと比べて）低減され得、単一の受信無線周波数（ＲＦ）チェーンが使用され得
、ピークレートが低減され得（たとえば、トランスポートブロックサイズについて最大１
００ビット）、送信電力が低減され得、ランク１送信が使用され得、および半二重動作が
実行されうる。
【００４５】
　[0055]いくつかのシステム、たとえばＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３では、ＭＴＣは、利用可能
なシステム帯域幅内の（たとえば、６つ以下のリソースブロック（ＲＢ）の）特定の狭帯
域割当てに限定されうる。しかしながら、ＭＴＣは、たとえば、ＬＴＥシステム内で共存
するために、ＬＴＥシステムの利用可能なシステム帯域幅内の異なる狭帯域領域に再チュ
ーニング（re-tune）（たとえば、動作および／またはキャンプ）できうる。たとえば、
ｅＭＴＣ　ＵＥは、システム帯域幅の狭帯域領域において送信および受信しうる。
【００４６】
　[0056]たとえば、図５Ａおよび図５Ｂは、どのようにＭＴＣ動作中のＭＴＣが、ＬＴＥ
のような広帯域システム内で共存しうるかの例を例示する。図５Ａの例となるフレーム構
造で例示されるように、ＭＴＣおよび／またはＭＴＣ動作に関連付けられたサブフレーム
５０２は、より広いシステム帯域幅（たとえば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨ
ｚ）において動作するＬＴＥ（または何らかの他のＲＡＴ）に関連付けられた標準のサブ
フレーム５０４と時分割多重化（ＴＤＭ）されうる。加えて、または代わりとして、図５
Ｂの例となるフレーム構造で例示されるように、ＭＴＣ中のＭＴＣによって使用される１
つまたは複数の狭帯域（たとえば、狭帯域領域）５０６は、ＬＴＥによってサポートされ
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るより広い帯域幅５０８内で周波数分割多重化されうる。
【００４７】
　[0057]各狭帯域領域が合計で６つのＲＢ以下の帯域幅に広がっている状態の複数の狭帯
域領域は、ＭＴＣおよび／またはＭＴＣ動作のためにサポートされうる。いくつかのケー
スでは、ＭＴＣ動作中の各ＭＴＣは、一度に１つの狭帯域領域内で（たとえば、１．４Ｍ
Ｈｚまたは６つのＲＢで）動作しうる。しかしながら、ＭＴＣ動作中のＭＴＣは、いずれ
の所与の時間にも、より広いシステム帯域幅中の他の狭帯域領域に再チューニングしうる
。いくつかの例では、複数のＭＴＣが、同じ狭帯域領域によってサービス提供されうる。
他の例では、複数のＭＴＣが、（たとえば、各狭帯域領域が６つのＲＢに広がっている状
態の）異なる狭帯域領域によってサービス提供されうる。さらに他の例では、ＭＴＣの異
なる組合せが、１つまたは複数の同じ狭帯域領域および／または１つまたは複数の異なる
狭帯域領域によってサービス提供されうる。
【００４８】
　[0058]たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３におけるいくつかのシステムは、ｅＭＴＣに加
え、他のＵＥのためのカバレッジ拡張およびサポートを導入する。本明細書で使用される
場合、カバレッジ拡張という用語は概して、ネットワーク内の（ｅＭＴＣデバイスのよう
な）デバイスのカバレッジ範囲を拡張するいずれのタイプのメカニズムも指す。カバレッ
ジ拡張（ＣＥ）についての一手法は、（たとえば、複数のサブフレームにわたって、また
は以下でより詳細に説明されることになるように、同じサブフレーム内の複数のシンボル
にわたって）複数回、同じデータを送信することを指すバンドリングである。
【００４９】
　[0059]ＬＴＥシステム内での共存の別の例として、ＭＴＣは、レガシ物理ブロードキャ
ストチャネル（ＰＢＣＨ）（たとえば、概してセルへの初期アクセスのために使用されう
る様々なパラメータを搬送するＬＴＥ物理チャネル）を（繰り返し）受信し、１つまたは
複数のレガシ物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）フォーマットをサポートでき
うる。たとえば、ＭＴＣは、複数のサブフレームにわたって、レガシＰＢＣＨを、該ＰＢ
ＣＨの１つまたは複数の追加の繰り返しで受信できうる。別の例として、ＭＴＣは、ＬＴ
ＥシステムにおいてｅＮＢにＰＲＡＣＨの１つまたは複数の繰り返しを（たとえば、１つ
または複数のＰＲＡＣＨフォーマットがサポートされている状態で）送信できうる。ＰＲ
ＡＣＨは、ＭＴＣを識別するために使用されうる。また、繰り返されるＰＲＡＣＨ試みの
数は、ｅＮＢによって設定されうる。
【００５０】
　[0060]ＭＴＣはまた、リンクバジェット限定デバイス（a link budget limited device
）でもあり得、そのリンクバジェット限定に基づいて、（たとえば、異なる量の繰り返さ
れるメッセージがＭＴＣに送信されることを必然的に伴う（entailing））異なる動作モ
ードで動作しうる。たとえば、いくつかのケースでは、ＭＴＣは、繰り返しがほとんど無
いか、全くない（little to no repetition）（すなわち、ＵＥがメッセージを成功裏に
受信するために必要な繰り返しの量が少ないか、または繰り返しが必要とさえされないこ
とがある）通常のカバレッジモードで動作しうる。代わりとして、いくつかのケースでは
、ＭＴＣは、多量の（high amounts of）繰り返しがありうるカバレッジ拡張（ＣＥ）モ
ードで動作しうる。たとえば、３２８ビットペイロードでは、ＣＥモードのＭＴＣは、該
ペイロードを成功裏に受信するために該ペイロードの１５０回以上の繰り返しを必要とし
うる。
【００５１】
　[0061]たとえば、これもまたＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３についての、いくつかのケースでは
、ＭＴＣ　ＵＥは、ブロードキャストおよびユニキャスト送信のその受信に関して限定さ
れた能力を有しうる。たとえば、ＭＴＣ　ＵＥによって受信されるブロードキャスト送信
のための最大トランスポートブロック（ＴＢ）サイズは、１０００ビットに限定されうる
。加えて、いくつかのケースでは、ＭＴＣ　ＵＥは、１つのサブフレームにおいて１つよ
りも多いユニキャストＴＢを受信できないことがある。（たとえば、上で説明されたＣＥ
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モードと通常モードの両方についての）いくつかのケースでは、ＭＴＣ　ＵＥは、１つの
サブフレームにおいて１つよりも多いブロードキャストＴＢを受信できないことがある。
さらに、いくつかのケースでは、ＭＴＣ　ＵＥは、１つのサブフレームにおいてユニキャ
ストＴＢとブロードキャストＴＢを両方は受信できないことがある。
【００５２】
　[0062]ＬＴＥシステムにおいて共存するＭＴＣはまた、ページング、ランダムアクセス
プロシージャ等のような、ある特定のプロシージャのために、（たとえば、これらのプロ
シージャのためにＬＴＥにおいて使用される従来のメッセージとは対照的に）新たなメッ
セージをサポートしうる。ページング、ランダムアクセスプロシージャ等のためのこれら
の新たなメッセージは、非ＭＴＣに関連付けられた同様のプロシージャのために使用され
るメッセージとは別個でありうる。たとえば、ＬＴＥにおいて使用される従来のページン
グメッセージと比較されると、ＭＴＣは、非ＭＴＣがモニタおよび／または受信できない
ことがあるページングメッセージをモニタおよび／または受信できうる。同様に、従来の
ランダムアクセスプロシージャにおいて使用される従来のランダムアクセス応答（ＲＡＲ
）メッセージと比較されると、ＭＴＣは、非ＭＴＣによって受信されることができないこ
ともあるＲＡＲメッセージを受信できうる。ＭＴＣに関連付けられた新たなページングお
よびＲＡＲメッセージはまた、１または複数回、繰り返されうる（たとえば、「バンドリ
ング」されうる）。加えて、新たなメッセージのための異なる数の繰り返し（たとえば、
異なるバンドリングサイズ）がサポートされうる。
【００５３】
　[0063]ある特定のシステムは、最大１５ｄＢのカバレッジ拡張をＭＴＣ　ＵＥに提供し
得、それは、ＵＥとｅＮＢとの間の１５５．７ｄＢの最大結合損失にマッピングする。し
たがって、ｅＭＴＣ　ＵＥおよびｅＮＢは、低ＳＮＲ（たとえば、－１５ｄＢから－２０
ｄＢ）で測定を実行しうる。いくつかのシステムでは、カバレッジ拡張はチャネルバンド
リングを含み得、ここにおいて、ｅＭＴＣ　ＵＥに関連付けられたメッセージは、１また
は複数回、繰り返されうる（たとえば、バンドリングされうる）。
【００５４】
　[0064]図６は、例となる測定ウィンドウ６０２を例示する。ＭＴＣ　ＵＥは通常、測定
ウィンドウ６０２にわたってセル品質測定を実行する。たとえば、上で説明されたように
、ＭＴＣ　ＵＥは、測定ウィンドウ中、サービングセルおよび／または近隣セルにについ
てチャネル推定、チャネル品質測定、または他の測定を実行しうる。
【００５５】
　[0065]現在のシステムでは、測定ウィンドウ６０２は固定され、長さが２００msである
と定義されていることがある。測定は、ＭＴＣ　ＵＥが該測定を実行するために異なる周
波数にチューンアウェイする測定ギャップ６０４において行われうる。いくつかのケース
では、測定ギャップ６０４は６msであり得、それは、ＣＲＳの測定６０６のために５ms、
および追加の１msの再チューニング時間６０８を見込む（allow）。この再チューニング
時間は、ＭＴＣ　ＵＥが一度に１つの狭帯域上でのみ受信し得、周波数間（inter-freque
ncy）、周波数内（intra-frequency）、さらにはサービングセルの測定のために再チュー
ニングされる必要がありうるため、ＭＴＣ　ＵＥが現在の狭帯域領域からチューンアウェ
イすることを可能にする。いくつかのケースでは、測定ギャップ６０４は、４０ms（４０
msのサブフレーム６１０）あたり６ms分を占めうる。ＭＴＣ　ＵＥは、５msの測定ギャッ
プの間にＣＲＳの２つのサブフレームのみを処理できうる。結果として、２００msの測定
ウィンドウ中、ＭＴＣ　ＵＥは、多くても１０個のＣＲＳサブフレームしか測定しないこ
とがある。
【００５６】
　[0066]カバレッジ拡張による結合損失は、受信機および送信機に、－１５ｄＢから－２
０ｄＢのような極めて低い信号対雑音比（ＳＮＲ）でセル測定を実行するように要求しう
る。しかしながら、－５ｄＢ未満のジオメトリでは、１０個のサブフレームは、適当な平
均値（sufficient average）を決定できるのに十分な測定を提供できないことがある（ma
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y not afford）。たとえば、ＲＳＲＰを適当に測定するために、－１０ｄＢでは、ＭＴＣ
　ＵＥは、２０～５０個のサブフレームを、－１５ｄＢでは、１００～２００個のサブフ
レームを必要としうる。したがって、現在定義されている測定ウィンドウは、小規模な（
small）カバレッジ拡張をもつＭＴＣ　ＵＥにとって適当でないことがありうる。
【００５７】
測定ギャップおよびウィンドウについての例となる設定
　[0067]本明細書で説明される理由で、本開示の態様は、カバレッジ拡張をサポートする
のに適当なＭＴＣ　ＵＥのための測定ギャップおよび測定ウィンドウについての設定を含
む。カバレッジ拡張に起因して、現在の測定ギャップおよびウィンドウは、足るだけのセ
ル測定値を取得するのに適当でないことがある。
【００５８】
　[0068]図７は、基地局によって実行されうる例となる動作７００を例示する。動作７０
０は、７０２で、少なくとも１つの狭帯域領域において該ＢＳと通信するユーザ機器の動
作状態を識別することによって始まりうる。７０４で、該基地局は、該動作状態に基づい
て、設定可能な測定プロシージャであって、それによってユーザ機器（ＵＥ）が他のＢＳ
から送信された信号を測定するために該狭帯域領域からチューンアウェイする設定可能な
測定プロシージャ、の１つまたは複数の動作パラメータを決定しうる。７０６で、ＢＳは
、該決定された動作パラメータにしたがって該測定プロシージャを実行するように該ＵＥ
を設定しうる。
【００５９】
　[0069]図８は、ユーザ機器によって実行されうる例となる動作８００を例示する。動作
８００は、８０２で、該ＵＥが基地局（ＢＳ）と通信する少なくとも１つの狭帯域領域を
識別することによって始まりうる。８０４で、該ＵＥは、該ＢＳから、該ＵＥの動作状態
に基づいて決定された１つまたは複数の動作パラメータをもつシグナリングを受信し、測
定プロシージャであって、それによって該ＵＥが他のＢＳから送信された基準信号を測定
するために該狭帯域領域からチューンアウェイする測定プロシージャ、を実行するように
該ＵＥを設定しうる。８０６で、該ＵＥは、該シグナリングされた動作パラメータにした
がって該測定プロシージャを実行しうる。
【００６０】
　[0070]ＭＴＣ　ＵＥのような低コスト、低レートデバイスが非ＭＴＣ　ＵＥによって経
験されるものよりも少ないモビリティを経験しうることが、期待される。たとえば、セン
サおよびタグが、移動しないか、またはほとんど移動しないかのどちらかである構造に付
けられうる。このように、ＭＴＣ　ＵＥが接続モードにある間の周期的な信号測定は、そ
れ程重要でないことがある。たとえば、静的なＭＴＣ　ＵＥは、カバレッジエリア間を移
動する間、あるネットワークノードから別のネットワークノードへハンドオフする必要が
ない。このように、ＭＴＣ　ＵＥが適当に十分良好なカバレッジを有する場合、測定は必
須ではないことがある。
【００６１】
　[0071]測定が必須または所望でありうる場合でさえ、ＭＴＣ　ＵＥに期待される低モビ
リティは、接続モードにあるカバレッジ拡張ＭＴＣ　ＵＥについて周波数内または周波数
間の測定を実行することを不要にしうる。周波数内測定が必須または所望でありうる場合
、測定ギャップは低減または除外されうる。
【００６２】
　[0072]図９は、本開示のある特定の態様にしたがった、例となる設定可能な測定ウィン
ドウを例示する。いくつかの実施形態では、測定ウィンドウは、使用されるカバレッジ拡
張レベルに基づいて設定可能でありうる。カバレッジ拡張をもつＭＴＣ　ＵＥでは、ＭＴ
Ｃ　ＵＥが測定を行いうる測定ウィンドウの時間長は、カバレッジ拡張のレベルに基づい
て設定可能でありうる。たとえば、カバレッジ拡張が－５ｄＢにある場合に２００msの測
定ウィンドウが設定されうる一方で、４００msの測定ウィンドウ９０２は、カバレッジ拡
張が－１０ｄＢにある場合に設定されうる。
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【００６３】
　[0073]カバレッジ拡張に基づいて測定ウィンドウを調整することは、カバレッジ拡張の
レベルに適切な測定ウィンドウをスケーリングするフレキシビリティを許容にする。より
長い測定ウィンドウを適応させるために測定ギャップ９０４が調整される必要がないとき
、カバレッジ拡張レベルに基づく設定可能な測定ウィンドウのサービングセルに対する影
響は、測定値を取得するためにより長い時間がかかることに限定される。この設定可能な
測定ウィンドウは、カバレッジ拡張のレベルまたはウィンドウについてのある特定の最大
値に限定されうる。
【００６４】
　[0074]いくつかの実施形態では、接続モード測定は、ある特定の条件下では広範なカバ
レッジ拡張レベルをもつＭＴＣ　ＵＥについて無効にされうる。サービングセルが良好な
カバレッジを有すると決定される場合、ＭＴＣ　ＵＥのモビリティが低ければ該カバレッ
ジが良好のままになる可能性は非常に高い。広範なカバレッジ拡張レベルが使用され、Ｍ
ＴＣ　ＵＥモビリティが低い場合、接続モード測定は完全に無効にされうる。
【００６５】
　[0075]このシナリオでは、ＭＴＣ　ＵＥが測定を行うことを停止しうるか、またはＭＴ
Ｃ　ＵＥが測定を行い続けうるがサービングセルに測定報告を送ることを停止する。サー
ビングセルが、送られない測定レポートを処理する必要がないため、ＭＴＣ　ＵＥが測定
報告を送ることを停止する場合、サービングセルへの影響は非常に少ない。加えて、サー
ビングセルがＭＴＣ　ＵＥからの測定報告を受信および処理する必要がないため、サービ
ングセルに対する妨害は潜在的により少なく、バンドリングを容易にする。ＭＴＣ　ＵＥ
が測定報告を送ることを停止するとき、ＭＴＣ　ＵＥとＢＳの両方が、増加した電力節約
を経験しうる。たとえば、ＢＳ側では、ＢＳは、ＭＴＣ　ＵＥによって送信されない測定
報告を処理する必要がなく、ＭＴＣ　ＵＥは、測定報告を送らないことによって電力を節
約する。ＭＴＣ　ＵＥとＢＳとの間の接続が切れている（broken）場合、ＭＴＣ　ＵＥは
、初期セル探索を再スタートし、再接続をし得、それは結果として、妨害されたサービス
をもたらしうる。
【００６６】
　[0076]いくつかの実施形態では、カバレッジ拡張が低い、または全く無いＭＴＣ　ＵＥ
についての測定報告は、ある特定の条件下でスキップされうる。ＳＮＲがサービングセル
において十分に高い場合、特にＭＴＣ　ＵＥのモビリティが低ければ近隣セルの測定はあ
まり利益を提供しないことがある。たとえば、数百ビットの帯域幅について、かつ１６値
直交振幅変調（ＱＡＭ）未満では、おおよそ１０ｄＢのＳＮＲは、ＭＴＣ　ＵＥによるダ
ウンリンク受信についての性能にあまり違いを生まないことがある。
【００６７】
　[0077]ＳＮＲがサービングセルについて十分に高いかどうかは、たとえば、ＲＳＲＰお
よびＲＳＲＱ測定がある特定のしきい値を上回るかどうかによって決定されうる。このし
きい値は、たとえば、カバレッジ拡張レベルに基づいて調整可能でありうる。たとえば、
カバレッジ拡張のレベルがより高いと、しきい値ＳＮＲはより高く調整され得、カバレッ
ジ拡張のレベルがより低いと、しきい値ＳＮＲはより低く調整されうる。これらのケース
では、ｅＮＢは、測定がスケジューリングされるときでさえ、ＳＮＲが適当に十分高いと
、ＭＴＣ　ＵＥが測定報告をスキップすることを可能にする。このことは、ＭＴＣ　ＵＥ
による電力節約を可能にする。アップリンク送信は、スキップされた測定報告によって影
響を受け得、ｅＮＢは、必要に応じて、ＭＴＣ　ＵＥに測定をスキップすることを停止す
るようにリクエストしうる。
【００６８】
　[0078]いくつかの実施形態では、周波数内およびサービングセルの測定のための測定ギ
ャップおよび測定ウィンドウは、ある特定の状況下で設定されうる。周波数内測定では、
測定ギャップは、ＭＴＣ　ＵＥおよびＢＳが同期されるかどうかに基づいて設定されうる
。ＭＴＣ　ＵＥがＢＳに同期される場合、ＭＴＣ　ＵＥは、ＰＳＳ／ＳＳＳを求めて探索
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する必要がなく、他の周波数内または周波数間の測定のために使用されるものよりも短い
測定ギャップを可能にしうる。ＭＴＣ　ＵＥがＢＳと同期されない場合、ＭＴＣ　ＵＥは
、現在の測定ギャップを使用し続けうる。
【００６９】
　[0079]サービングセル測定では、ＭＴＣ　ＵＥは、測定のために現在の狭帯域から別の
狭帯域にチューンアウェイする必要がありうる。ＭＴＣ　ＵＥおよびＢＳが同期される場
合、測定はより迅速に行われ、測定ギャップが低減されることを可能にしうる。加えて、
そのような測定は、たとえば、ＳＮＲが十分高い場合には必須でないことがあり、ＭＴＣ
　ＵＥは、そのような測定をスキップするように構成されうる。
【００７０】
　[0080]いくつかの実施形態では、定義された周期的な測定および結果として生じるオー
バーヘッドを有するのではなく、測定ギャップ長はｅＮＢによって設定され得、定義され
た測定ギャップ内でサービング測定を行うべきか、周波数内測定を行うべきか、周波数間
測定を行うべきかを決定することは、ＭＴＣ　ＵＥに委ねられうる。そのような測定設定
は、余分なネットワークオーバーヘッドを被ることなく行われるように測定を調整して複
数の測定ギャップを設定するためのフレキシビリティをＭＴＣ　ＵＥに与え、潜在的に電
力を節約するだろう。
【００７１】
　[0081]いくつかの実施形態では、サービングまたは周波数内の測定が、特定の測定を実
行するための測定ギャップ中の利用可能な時間の全てを使用する訳ではない場合、ＭＴＣ
　ＵＥは、追加の測定のために測定ギャップ中の残りの時間を使用するように設定されう
る。これらの測定は、周波数内測定でありうる。
【００７２】
　[0082]いくつかの実施形態では、測定設定は、必要に応じて、バーストで構成されうる
。これらのバーストは、必要に応じて、たとえば、ＭＴＣ　ＵＥが経験しているか、また
は経験することになるトラフィックの量に基づいてスケジューリングされうる。周期的な
測定はＵＥの移動をより良好に考慮に入れるが、ＭＴＣ　ＵＥが多量のモビリティを経験
しない場合、必要性を基準として測定を設定することは電力節約を可能にし、ここで、そ
のような測定は、サービスによって必要とされるときに測定が行われるため、サービスに
対する影響があまりなく、不要である。加えて、必要とされるときにのみ測定バーストを
設定することによって、周期的にスケジューリングされた測定に関連付けられたオーバー
ヘッドは低減されうる。
【００７３】
　[0083]いくつかの実施形態では、測定ギャップは、カバレッジ拡張のレベルに基づいて
設定可能でありうる。カバレッジ拡張の小規模なレベルでは、測定ギャップは、測定を行
うためにより多くの時間をＭＴＣ　ＵＥに与えるように少量分、増加しうる。
【００７４】
　[0084]たとえば、カバレッジ拡張の小規模なレベルでは、４０msあたり６msから１０ms
への測定ギャップの増加は、最大２０個のサブフレームにわたった平均化を可能にする。
カバレッジ拡張レベルがより広範である場合、測定ウィンドウのより大幅な増加が使用さ
れうる。別の例として、４０msの測定ギャップは、最大８０の平均化が行われることを可
能にする。しかしながら、測定ギャップの長さの可能性のある増加は、時間フレーム中に
サービングセルサービスが存在せず、結果として過度に多いオーバーヘッド時間をもたら
すだろうことから、限定されうる。
【００７５】
バンドリングされた送信サイズに基づく設定可能な測定期間
　[0085]ある特定の態様にしたがうと、測定期間は、測定ギャップとバンドリングされた
送信との間の衝突を回避する形で設定されうる。このことは、ＵＥが、測定ギャップを失
うことか、またはバンドリングされた送信を妨害することのどちらかを決めなければなら
ないことを回避するのを助けうる。このことは、たとえば、大きいバンドリングされた送
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信サイズ（多数の繰り返される送信）を利用する広範なカバレッジ拡張をもつＵＥにおい
て生じうる。
【００７６】
　[0086]このシナリオは図１０において例示されており、ここにおいて、測定ウィンドウ
１００８（ここでは、２００ms）中、バンドリングされた送信１００２のサイズは、測定
期間１００４（この例では、４０ms）よりも長い。結果として、少なくとも１つの測定ギ
ャップ１００６（５ms）は、バンドリングされた送信１００２についてのスケジューリン
グされた時間中に生じる。このケースでは、バンドリングされた送信１００２は、測定ギ
ャップ１００６分パンクチャリングされうる（たとえば、測定ギャップ１００６中のバン
ドリングされた送信１００２のその部分が基地局によって破棄される）か、またはバンド
リングされた送信１００２は、遅延（または中断／妨害／短縮）されうる。バンドリング
された送信１００２をパンクチャリングすること、またはバンドリングされた送信１００
２を遅延させることは両方とも、性能に対する悪影響を有しうる。たとえば、バンドリン
グされた送信１００２をパンクチャリングすることが成功裏の復号の可能性を低減しうる
のに対し、バンドリングされた送信１００２を遅延させることは、スケジュールタイムラ
インに対する影響を有し得、潜在的に他のＵＥとの整列からＵＥを抜き出してしまう（br
inging out）。
【００７７】
　[0087]このシナリオに対処するために、本開示の態様は、測定ギャップがバンドリング
された送信と衝突しないように測定期間を設定することを提供しうる。たとえば、測定期
間は、バンドリングされた送信サイズよりも長くなるように設定されうる。バンドリング
された送信は、そのような測定ギャップと整列され得、そのためバンドリングされた送信
は、測定ギャップによって妨害されることなく終了しうる。
【００７８】
　[0088]たとえば、図１１で例示されるように、測定期間１１０２（この例では、１２０
ms）は、バンドリングされた送信１１０４のサイズよりも大きくなるように設定されうる
。例示されるように、バンドリングされた送信１１０４および測定ギャップ１１０６はま
た、重複がないように整列されうる（たとえば、バンドリングされた送信１１０４は、測
定期間の始めに生じる測定ギャップ１１０６の直後に生じるようにスケジューリングされ
る）。
【００７９】
　[0089]例示されるように、測定ウィンドウ１１０８（この間に測定が生じる）もまた、
それに応じて（たとえば、５つの測定期間にわたって測定を可能にするために６００msに
）調整されうる。ある特定の態様にしたがうと、ＵＥが現在の測定期間以上のバンドリン
グされた送信サイズとともにスケジューリングされるときはいつでも、ｅＮＢは測定期間
を更新しうる。いくつかのケースでは、固定された測定期間のセット（たとえば、４０、
８０、および１２０ms）が使用され得、ｅＮＢは、どのＵＥがどの測定期間を使用するこ
ととなるのかをシグナリング（たとえば、ブロードキャスト）しうる。いくつかのケース
では、ＵＥは、より長い測定期間を、他の固定された測定期間よりも大きいバンドリング
された送信サイズ（これは、所与のＣＥレベルについてｅＮＢとＵＥとの間で共通知識で
ある）を使用するとき、自動的に選択しうる。いくつかのケースでは、ｅＮＢは、（たと
えば、動的なシグナリングを使用して）ＵＥに新たな測定期間をシグナリングしうる。
【００８０】
　[0090]本明細書で開示された方法は、説明された方法を実現するための１つまたは複数
のステップまたは動きを備える。方法のステップおよび／または動きは、請求項の範囲か
ら逸脱することなく、互いに交換されうる。言い換えると、ステップまたは動きの特定の
順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／または動きの順序および／または
使用は、請求項の範囲から逸脱することなく変更されうる。
【００８１】
　[0091]本明細書で使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す表
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現は、単一のメンバを含む、それらの項目のいずれの組合せも指す。例として、「ａ、ｂ
、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、および
ａ－ｂ－ｃ、それに加えて複数の同じ要素をもついずれの組合せ（たとえば、ａ－ａ、ａ
－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ
－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃのいずれの他の順序）も
カバーするように意図されている。さらに、「または」という用語は、排他的な「または
」ではなく、包含的な「または」を意味するように意図されている。すなわち、別の形で
指定されていない限り、またはコンテキストから明白でない限り、「ＸはＡまたはＢを用
いる」という表現は、自然な包含的な置換のうちのいずれも意味するように意図されてい
る。すなわち、「ＸはＡまたはＢを使用する」という表現は、以下の事例：ＸがＡを用い
る、ＸがＢを用いる、またはＸがＡとＢの両方を用いる、のうちのいずれによっても満た
される。加えて、本願および添付の請求項で使用されている冠詞「ａ」および「ａｎ」は
、別の形で指定されていない限り、または単数形を対象としているとコンテキストから明
白でない限り、概して「１つまたは複数」を意味すると解釈されるべきである。
【００８２】
　[0092]上で説明された方法の様々な動作は、対応する機能を実行する能力を有する、い
ずれの適した手段によっても実行されうる。手段は、限定されないが、回路、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々なハードウェアならびに／ある
いはソフトウェアコンポーネント（複数を含む）および／またはモジュール（複数を含む
）を含みうる。概して、動作が図で例示されている場合、それらの動作は、いずれの適し
た対応する同等の（counterpart）ミーンズプラスファンクションコンポーネントによっ
ても実行されうる。
【００８３】
　[0093]たとえば、決定するための手段、識別するための手段、設定するための手段、ま
たは実行するための手段は、図２で例示されたＵＥ１２０の受信プロセッサ２５８および
／またはコントローラ／プロセッサ２８０、ならびに／あるいは図２で例示された基地局
１１０の送信プロセッサ２２０および／またはコントローラ／プロセッサ２４０のような
、１つまたは複数のプロセッサを含みうる。受信するための手段は、図２で例示されたユ
ーザ端末１２０の受信プロセッサ（たとえば、受信プロセッサ２５８）および／またはア
ンテナ（複数を含む）２５２を備えうる。送信するための手段は、図２で例示されたｅＮ
Ｂ１２０の送信プロセッサ（たとえば、送信プロセッサ２２０）および／またはアンテナ
（複数を含む）２３４を備えうる。
【００８４】
　[0094]当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術および技法のうちのいずれを使
用しても表されうることを理解するだろう。たとえば、上記説明全体を通して参照されう
るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電
流、電磁波、磁場または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはこれらの組合せによ
って表されうる。
【００８５】
　[0095]当業者はさらに、本明細書の開示と関係して説明されている様々な例示的な論理
ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが電子ハードウェア、ソフト
ウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せとして実装されうることを認識するだろ
う。ハードウェアとソフトウェア／ファームウェアのこの互換性を明白に例示するために
、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、概
してそれらの機能性の観点から上で説明されてきた。このような機能性が、ハードウェア
として実装されるか、ソフトウェア／ファームウェアとして実装されるかは、特定のアプ
リケーションおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、特定のア
プリケーションごとに様々な方法で説明されている機能性を実装しうるが、このような実
装決定は本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきでない。
【００８６】
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　[0096]本明細書における開示に関係して説明されている、様々な例示的な論理ブロック
、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ
論理回路、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明されて
いる機能を実行するように設計されたこれらのいずれの組合せでも実装または実行されう
る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでありうるが、代わりとして、該プロセッサ
は、いずれの従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステート
マシンでもありうる。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、またはいずれの他のこのような構成として
も実装されうる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイ
クロコード、ハードウェア記述言語、または別の形のいずれで称されようと、命令、命令
セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、
ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウ
ェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド
、プロシージャ、関数等を意味するように広く解釈されることとする。
【００８７】
　[0097]本明細書における開示に関係して説明されている方法またはアルゴリズムのステ
ップは、直接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファ
ームウェアモジュールにおいて、またはこれらの組合せにおいて具現化されうる。ソフト
ウェア／ファームウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ
、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、相変化メモリ（phase change m
emory）、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当
該技術分野において知られているいずれの他の形態の記憶媒体にも存在しうる。実例的な
記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込みうる
ように、プロセッサに結合されている。代わりとして、記憶媒体はプロセッサに一体化し
ている（integral）ことがある。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在しうる。
ＡＳＩＣは、ユーザ端末に存在しうる。代わりとして、プロセッサおよび記憶媒体は、ユ
ーザ端末におけるディスクリートコンポーネントとして存在しうる。
【００８８】
　[0098]１つまたは複数の実例的な設計では、説明されている機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア／ファームウェア、またはこれらの組合せにおいて実行されうる。ソフトウェ
ア／ファームウェアにおいて実行される場合、該機能は、コンピュータ可読媒体上で１つ
または複数の命令またはコードとして、記憶または送信されうる。コンピュータ可読媒体
は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの移送を容易にするいずれの媒体
も含む通信媒体とコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コン
ピュータによってアクセスされうるいずれの利用可能な媒体でもありうる。限定ではなく
例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ／
ＤＶＤまたは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード手段を搬送ま
たは記憶するために使用されうる、かつ汎用または専用コンピュータ、あるいは汎用また
は専用プロセッサによってアクセスされうるいずれの他の媒体も備えうる。また、いずれ
の接続手段も、厳密にはコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェア／フ
ァームウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、電
波、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、およびマイクロ
波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザ
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ーディスク（登録商標）（disc）、光学ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイディスク
（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は大抵、磁気的にデータを再生するのに対し
、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもま
た、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８９】
　[0099]本開示の先の説明は、いずれの当業者も本開示を製造または使用することを可能
とするために提供されている。本開示への様々な修正は、当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲または趣旨から逸脱することなく
、他のバリエーションに適用されうる。したがって、本開示は、本明細書で説明されてい
る例および設計に限定されるようには意図されておらず、本明細書で開示されている原理
および新規の特徴と矛盾しない最も広い範囲を与えられることとなる。

【図１】 【図２】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図８】 【図９】
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